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中経連事務局員が、担当するエリアでお聴きした、
各県の最新トピックや地域特有の情報を紹介するコーナーです。

お菓子がつなぐ「おもてなし」を世界へ ～「お伊勢さん菓子博2017」への期待～

１．菓子博の概要
「全国菓子大博覧会」（以下、菓子博）は、お菓子
の祭典として約４年に１度、全国各地で開催されて
いる。その始まりは古く、1911年の第１回帝国菓子
飴大品評会に遡る。菓子博は、単に多くの種類の
お菓子が一同に集まる販売イベントではない。「お
菓子文化」を切り口に、全国の人 と々交流を図り、
各地の「歴史・伝統・文化」など「こころ」を届けるこ
とを目指している。そのため、今回会場では、バリ
アフリー対応はもちろん、多くの人々が来場しやす
い工夫が検討されている。

２．お伊勢さん菓子博の見どころ
巨大工芸菓子によるシンボル展示
菓子博では、毎回開催地の名所を工芸菓子で表現

するシンボル展示が制作される。お伊勢さん菓子博
2017では、歌川広重の浮世絵「伊勢参宮 宮川の渡し」
をモチーフに巨大な工芸菓子で表現する。県内の
100人を超える和洋菓子職人で制作チームをつく
り、幅約10m、奥行き約5.5mという巨大な作品の
完成に向け、昨春より作業を行っている。その圧巻の
「スケール」と、職人の「技」の競演には期待が集まる。

菓子業界最高の栄誉を決める品評会
菓子博会場では、全国よりお菓子が集められ展示・

即売されるとともに、多数の工芸菓子が披露される。
その中で、優秀な作品には皇族による名誉総裁賞、
内閣総理大臣賞、農林水産大臣賞などが授与され、
菓子業界の中で最高の栄誉とされる。国内最高峰の
お菓子のコンペティションから目が離せない。

限定商品
お伊勢さん菓子博2017では、会場でしか味わえな

い限定お菓子が豊富に準備されている。中でも注目
は、赤福の限定商品「赤福餅 祝盆」だ。通常の赤福に
加え、白小豆を使用した
白あんの赤福餅を添えた
限定の一皿が登場する。
また、三重県内の高校生
のアイデアをもとに県内
のお菓子屋さんが開発
したお菓子が提供さ
れる。例えば、
真珠をイメー
ジしたお菓子
「シェルレット」
や、あおさを用
いた焼き菓子
「あおさのダックワーズヴェルデ」など多数の限定
商品を味わうことができる。

３．開催への期待
菓子博事務局によれば、今回のお伊勢さん菓子
博2017の総来場者数を60万人、その経済効果は
約130億円と試算しており、「イセシマ」ブランドが
さらに広く世に発信されることを期待している。
この機会に、皆様も是非お菓子の魅力を「目」と
「舌」でご堪能いただきたい。

（三重担当　中村 哲史）

取材協力・画像提供：第27回全国菓子博覧会・三重 実行委員会事務局
※お菓子の画像は2017年1月11日現在のものです
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2017年４月21日から５月14日、三重県伊勢市の「三重県営サンアリーナ」にて国内最大級のお菓子の祭典
「第27回全国菓子大博覧会・三重」（愛称、お伊勢さん菓子博2017）が開催される。中部圏での菓子博開催
は約40年ぶり、三重県での開催は初となる。サミットに続き「イセシマ」ブランドを広く世に発信する絶好
の機会について、その魅力に迫りたい。

いわいぼん
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